








〈目的〉 

 川崎病の急性期における冠動脈障害(CAL)は冠動脈瘤形成であり,近年断層心エコー図

(2DE)の導入によりその急性期からの病態が非侵襲的に把握されるようになった。2DE によ

るその発生頻度の報告をみると,21～45%とかなりの差が見られ,このことはその年あるい

はその地域によって川崎病のCAL の発生頻度および重症度にある程度の差が生ずるものと

考えられる。この CAL の発生状況に関する一地域での過去数年間にわたる年次比較された

正確な検討について未だ報告を見ない。今回,我々は当科における 2DE で評価された急性期

からの CAL の発生状況について各年度毎に検討した。この結果は現在行われているγ-gl

療法等の CAL 発生防止を目的とした治療効果の判定の際にも参考にされるべき事がらと思

われる。 


